











『イングランド法釈義』第 2 巻「分析」 の諸相
ブラックストン 『 イングランド法釈義』
全訳作業ノ ー トから(7) -
大 内 孝
私は， ブラックストン 『 イングランド法釈義』(William Blackstone, Commentaries 
on the Laws of England, 4 vols., 1st ed., 1765-1769.)を， おそらく我が国で初めて全訳
して公表するための作業を数年来継続している。 先頃， 第 2 巻の第 1 訳がほぽ終
了した。
先に第 1 巻の内容概観に代わる報告をした私は， そこで 「内容概観の方法は色
々にありえようが， 今回は， ブラックストン本人による 『 イングラン
を利用することにした」と述べた{l)。 本稿もまたその方法を踏襲する。
が今回の報告の本体である。
これとともに， 他にもありうる 「色々」につきごく簡単に紹介 多くの方
には無味乾燥な二番煎じに思われるであろう本報告に少々の味付けをしたい。
・今回に使ったブラックストン本人の 「分析(Analysis)」は， 本人によれ
ば 「講義要綱の大きなもの(a larger Syllabus)」であり， これを翻訳し紹介する
とが内容概観に代わる報告になりうると私は考えた (2) 。しかし， 独り本人の手に















なわち， ブラックストン関連の書誌情報だけを1冊にまとめあげた， 20 世紀前
半のEllerと， 今世紀にこれを抜本的に補足したLaeuchliが， それぞれの書誌項
目に付した番号(Eller nunber, Laeuchli numberと通称される）を， 例えば[Eller
124 ; Laeuchli 203]のごとくに用いて示すことにした叫
a) Archboldによる "Analyses and Epitom"
1 811年に， "Commentaries…… by William Blackstone…… ; A New Edition, 
……Also containing Analyses and Epitom of the whole work, with Notes, by 
John Frederick Archbold, …… .. が出された (4)。 これが， "NewEdition" を称
した代表的な版である[Eller28 ; Laeuchli 35] (出版地はロンドン）。 その編者




力したのに対して(5l, Archboldが初めてこの 「分析と梗概」を施すことで， 別
の側面から読者の便宜に供した工夫だと言えよう。
b) Barron Fieldによる "Analysis"
本稿が 紹介する上記 aと下記の cおよびdとが， いずれも 『釈義』刊本の内
部 ― その位置は 一様でないが に収録された附録の 一種であるのに対して，
FieldのAnalysisは元々かかる附録としてでな< , これのみで構成される単行本






る点にある。 具体的な文例は後に挙げるが， 例えば 「 コモン ・ ロ ー上， 財産権の
種類を分かつ最も基本的な区分は何か？」のごとき疑問文が， 『釈義』の内容を
















らアメリカで 刊行される状況に至った。 1860年Sharswood版[Eller115 ; 
Laeuchli 180] , 1870年以降のCooley版[Eller 124, 128 ; Laeuchli 199, 203, 
224], 1897年Lewis版[Eller132 ; Laeuchli 241], さらに1915年のJones版
























2. 物の実体は， 初めは， 全ての人類に共有であった；しかし， その当時で
さえも， 物を利用する一時的な財産権が， 占有によって獲得され継続する
ことがありえた。




ばその物は再び共有になるのだが― ことがないように， 社会は， 最初の

























Field による "Analysis" (傍点の原文はイタリック）
1. 自然法に関する著者たちは， 人が人身から離れた外部物の中にかつそれ
に対して獲得しうる権利を何と呼ぶか？
2 . 外部物に対する全ての支配権の起源は何か？ ． ．
3 . 全ての物が人々の間で共有だった時代に， 物の利用に関する一時的な財




5. 財産移転， 遺言， 法定相続， および財産復帰の起源は何であったか？
6. 他面， 一時的な用益権のみの対象となり， したがって依然として共有に



















幾つかの物はなお共有のままに存在する；例えば， 光， 空気， 水， また野生
動物
これらの物に対して個人は用益的権利のみを持ちうる






でも， 本来の意義や有用性から乖離しよう。 しかし， これらを棚に上げてあえて
















れた版（編者 J. Williams) [Eller 31 ; Laeuchli 38]がその最初の採用だったようで
あ り ， そ の後も 1836年の 第19版（編者 J. E. Hoven den, A. Ryland) [ Eller 38 ; 
Laeuchli 45] , 1844年の 第21版（編者 J. F. Hargrave et al.) [ Eller 40 ; Laeuchli 
47] がある（いずれも出版地はロンドン）。これらがほぼそのままアメリカで出され
た版が， このAnalysisをともに受け継いだ。すなわち， 1832年の通称New
York Bar版（ロンドン第18版が底本） [Eller 96 ; Laeuchli 149], 1841年の同名版
（ロンドン第19版が底本）[Eller 100 ; Laeuchli 153], 1852年の編者Wendell版（ロ
ンドン第21版が底本） [Eller 106 ; Laeuchli 167]等である。アメリカにおいてはさ
らに， 1860年以降のSharswoodによる諸版[Eller 115, 123 ; Laeuchli 180, 
182, 202] , 1897年以降のLewisによる諸版[Eller 132 ; Laeuchli 241], 1870 




第20版（編者J. Stewart [Laeuchli 46], 以下第22版，23版が同編者）， 1849年の第22版
[Laeuchli 49] , 1854年の第23版（序数字付きで称された版はこれが最後） [Eller 42 ; 
Laeuchli 50], 1857年以降の編者R. M. Kerrによる "NewEdition" [Laeuchli 
51] (1811年ArchboldによるNew Editionとは別物） には採用されなかった（本段に記す
諸版は，ブラックストンのだけでなく，いずれのAnalysisも採用しなかった）。









に特徴がある。 1827年に a Gentlemen of the New York Barすなわち当時の二








い。 ちなみにCooleyは， 1870年の初版から[Laeuchli 190], 1872年の第2版
[Eller 124 ; Laeuchli 203], 1884年の第3版[Eller 128 ; Laeuchli 224]までは，
自身が 編んだAnalysisのみを 収録したが， 上 記 の ご とく 1897年の第4版
[Laeuchli 244]にはこれに加えてFieldのAnalysisをも収録した点でも特異で
ある。
なお， 本 「作業ノ ー トから」がかつて言及したことがあるHammond版には
[Eller 130 ; Laeuchli 231] (s), この種のAnalysisがない。 ついでながら， 1979
年以降にUniversity of Chicago Pressからペ ー パ ー バック版で出され続け， 人
々が 『釈義』を新たに手にしようとする場合に近年まで最も入手し易いものにな
っていた， "AFacsimile of the First Edition of 1765-1769" は[Laeuchli 265] ,
ブラックストン初版の文字通りのFacsimile版であり， 当然ながらAnalysisの











訳作業を進めたい。 また本稿は本来， 『釈義』 各巻の内容概観に代わる報告をH




に， 『釈義』 の各巻内に留まらず， 四つの巻全体にまたがる問題であることも，
より明らかになりつつある。 したがってこの点の報告は， いま少し先になること
をお許しいただきたい。
(1) 大内孝「ブラックストン 『イングランド法釈義』 第1巻分析 ブラックストン 『イング
ランド法釈義』全訳作業ノ ートから (2) -」 『法学（東北大学）』 78巻 3 号， 304 頁 (2014
年 8 月）を見よ。
(2) 大内， 前掲註 1 論文 301, 302 頁を見よ。
(3) Catherine Spicer Eller, The William Blackstone Collection in the Yale Law Library: A 
Bibliographical Catalog (1938); Ann Jordan Laeuchli, A Bibliographical Catalog of William 
Blackstone (2015). なお本文で言及した 『釈義』自体の諸版のうち， その代表的な版および
特徴， ならびにその系譜関係については， いずれ別稿にて紹介し検討することにしたい。
(4) John Frederick Archbold (1785-1870) は， リンカンズ・イン出身のバリスタ。 See
Laeuchli, supra note 3, at 42.
(5) 大内孝「オクスフォ ード新版 『イングランド法釈義』 (2016 年）について ＿ ブラックス
トン 『イングランド法釈義』全訳作業ノ ートから (6) 」 『法学（東北大学）』 81巻 3 号，
308 頁 (2017 年 8 月）を見よ。
(6) Barron Field (1786-1846) は， 1814 年にインズ・オヴ・コ ートの一つである Inner Tern­
ple からバリスタの資格を得， 海外のニュ ー ・ サウス ・ ウェ ー ルズやジブラルタルなど当時の
イギリス領に置かれた裁判所の判事を務めたこともあるが， 本作の他， 時事評論， 紀行文， 文
芸批評などの著者としての方がよく知られているようである。 See The Concise Dictionary of 
National Biography, vol 1, at 994 (1992); Laeuchli, supra note 3, at 87. なお， 後のニュ
ー ・ヨ ークにおけるいわゆるフィ ー ルド法典で有名な David Dudley Field とは別人。
(7) Thomas McIntyre Cooley (1824-1891) は， ミシガン朴l最高裁判所の reporter (1864-
1885) ほか， ミシガン大学で法律および歴史の教歴を持つ。 See Laeuchli, supra note 3, at 
182. 
(8) 大内， 前掲註 5 論文 311 頁を見よ。




・ 表は， William Blackstone, An Analysis of the Laws of England, 6th ed. (17 71)
p p .34-80を（以下原文という）試訳したものである。訳語の中に， 現代ではいわ
ゆる差別語に当たりうる用語が散見されようが， いずれも歴史的な観点を重視して
原語のニュアンスを訳語に残した。
• 原文は， 『 釈義』と同一のSectionあるいはChapterによって区切られた大枠の中
に， 1. 2. 3. ……の番号が付された段落があり， 段落によってはその中にさらに
1. 2. 3. ……の細目番号が付されている。試訳では， 段落の番号をそのまま1.
2. 3. ……と， 細目番号を①． ②． ③． ……として区別した。段落によっては， 上
の細目番号と別にI. II. 皿等が用いられることがある。
• 原文には， 若干の語に（スモ ール ・ ）キャピタルあるいはイタリックが用いられて
いるが， 試訳ではこの区別を割愛した。




• 『釈義』初版と原文との叙述の順序が異なる場合は， 前者を優先したため， 原文に
付された番号および訳文の順序が不同になった箇所がある。
． 『釈義』の第1巻に関しては初版と第9版の頁付の間に相当大きな相違があるのに
対して， 今回の第 2巻に関しては， その相違が — 無論皆無ではないが 一ー等閑視
しうるほどの程度に過ぎない。そこで今回の表は， 初版の頁数のみを示すことにし
た。なお， 諸版間の頁付の相違に関しては， 大内孝 「 ブラックストン 『イングラン
ド法釈義』諸版の頁付について」 『法学』66 巻 6号1頁( 2003年）を見よ。





初版頁 Blackstone's Analysis , 6th ed. 
1 第1章 財産権概論
2 
1 .  外部の物に対する全ての支配権は， 創造主から人類一般への贈り物に
その起源がある。
2 .  物の実体は， 初めは， 全ての人類に共有であった；しかし， その当時














Blackstone's Analysis, 6th ed. 












第 2 章 物的財産；第一， 有体法定相続産
1. この財産権， つまり排他的な支配権が， 物の権利を構成する；物は，
①． 物的財産。②． 人的財産， である。





ることができる。 すなわち， 土地， 保有財産， または法定相続産であ
る；この第二は第一を包含し， 第三は第一および第二を冠含する。







第 3 章 無体法定相続産
1. 無体法定相続産は， 有体物から派生する権利であるか， あるいは有体
物に関連し， 付随し， もしくはその中で行使される権利である。
(81) 
（法学 2018) 82-1-81 
初版頁 Blackstone's Analysis, 6th ed. 
2 .  無体法定相続産は， ①. 聖職推挙権， ②. 十分の一税， ③. 入会権，
21 
④． 通行権， ⑤. 官職， ⑥. 貴族称号， ⑦. 特権， ⑧. 支給物受領権も
しくは年金， ⑨. 年金， ⑩. 地代， である。






4 .  十分の一税は， 土地の収益および家畜から， ならびに人々の人的な労
働から， 毎年生ずる増加分の10 分の1 の部分である。
／これは， 古来の実定的な国法に基づいて， コモン ・ ロ ー 上の権利とし
25 て， 以下の特別の免除がない限り， 教会区の主任司祭に， あるいは（寄
付により） 主任代行司祭に支払われるべきものである；
／十分の一の特別の免除として， ① 十分の一税免除によるもの， ② 十分
28 の一税特別方式か十分の一税非徴収かについての， 取得時効によるもの
がある。
5 . 入会権は， ある者が他人の土地の中で得る利益である；①放牧入会






36 7. 官職は， 公的なあるいは私的な職務を執行する権利である。
8 .  爵位である貴族称号については， 第1巻第12章を見よ。







12. 地代は， 土地および保有不動産から年ごとに生ずる一 定の利益であ

















Blackstone's Analysis, 6th ed. 
第4章 封建制度
1. 封建法から不動産保有条件の法理が派生する；これは， ロー マ帝国の








































5. 騎士奉仕の人的な奉仕義務は次第に， スキュ ー テッジないしエスキュ
ージと呼ばれる金銭的な賦課金へと変化した。
6 . 以上のような軍事的不動産保有条件は（大奉仕保有を除き）， 国王チ
77 ャ ールズ〔二世〕の王政復古の時に， 議会制定法によって完全に廃止さ
れ， 自由鋤奉仕保有に変更された。
第6章 現代イングランドの不動産保有条件
78 1. 自由鋤奉仕保有は， 自由で確定され限定された奉仕義務から成る不動
産保有条件である。
81 
2. サクソン人の特権の名残であるこの保有条件は， 小奉仕保有， 都市奉
仕保有， およびガヴェルカインド保有を含む。
3. 自由鋤奉仕で保有される土地は， 騎士奉仕保有の土地と同じく， 強く
86 封建的な性質を帯びている：以下の奉仕義務を条件にして保有されるの




























Blackstone's Analysis, 6th ed. 
6. 謄本保有の土地は， 鋤奉仕保有の土地と同様に， 奉仕義務， 相続料，














1. 土地 ・ 保有不動産・法定相続産に対する不動産権は， 保有者がそれに
対して持つ権利である；これを明らかにするために検討されるべきが，
①権利の量， ②権利享受の時， ③保有者の数および関係である。
2. 不動産権は， その権利の量すなわち存続期間との関わりによって， 自
由土地保有権であるか， あるいは自由土地保有権より劣る不動産権かで
ある。
3. 土地に対する自由土地保有権は， コモン ・ ロ ー 上の占有引渡しによっ
て設定される；性質的に無体の保有不動産に対する自由土地保有権は，
これに等しい方法によって設定される。
4. 自由土地保有権は， 法定相続可能不動産権であるか， あるいは法定相
続不能不動産権， つまり生涯間のみの不動産権かである：前者には， ①
絶対的な単純封土権と， ②制限的封土権とがある。
5. 単純封土権者は， 土地 ・ 保有不動産• もしくは法定相続産を， 本人お
よびその法定相続人に永久に保有されるものとして持つ者である。





















Blackstone's Analysis, 6th ed. 














12. 限嗣封土権に付随する事項が， ①不動産毀損。②寡婦産。 ③鰈夫産。
④廃除； これは和解譲渡， 馴合不動産回復訴訟， あるいは十分な遺
産付きの直系血族による権原担保によってなしうる。
13. 限嗣封土権は， 多くの制定法と裁判所の諸決定とにより， コモン ・ ロ
ー上の条件付封土権の状態に， 今や戻されてしまっている。
第8章 法定相続不能な自由土地保有権
1 .  法定相続不能な， 生涯間のみの自由土地保有権は， ①当事者の行為に
より設定される合意の不動産権か。②法の作用により設定される法定の
不動産権かである。



















Blackstone's Analysis, 6th ed. 
4. 法定の生涯不動産権は， ①限嗣封土権を有すべき直系卑属の可能性消
滅後の限嗣封土権， ②イングランドの鰈夫産不動産権， ③寡婦産権， で
ある。










合， 彼は， 妻の死により， 鰈夫産不動産権者として， その保有不動産を
彼自身の生涯間保有することができる。





9. 寡婦産は， コモン ・ ロ ー寡婦産；慣習法による寡婦産；教会の門戸で
与えられた寡婦産；あるいは父の同意による寡婦産のいずれかである。












（法学2018) 82-1- 87 
初版頁 Blackstone's Analysis, 6th ed. 
／定期の満了前にこの不動産権が終了する場合は， 農作物収穫権もまた
付随する。




5. 謄本保有権は， 領主の意思により保持されるが， 荘園の慣習法に従っ
て（規制される）不動産権である。
150 
6 . 容認不動産権は， ある者が合法的な権原に基づいて土地を占有するに
至ったが， その後いかなる権原もなしに土地を占有する場合である。





2. 条件付不動産権には， ①黙示条件付不動産権， ②明示条件付不動産
権， ③担保不動産権， ④商人法上のもしくは交易法上の債務証書に基づ
く不動産権， ⑤土地強制管理令状に基づく不動産権， がある。
3. 黙示の条件付不動産権は， 不動産権の譲与が， その本質および構成か
ら不可分の形で付加される条件を一一 言語で明示されていないが＿ 持
つ場合である。




































行使して， コモン ・ ロ ー により支払われるべきと判決された債務を土地
からの収益が弁済するまで， その土地がシェリフにより原告に引き渡さ
れる場合の不動産権である。
第11章 現有不動産権， 残余権， 復帰権
1. 享受される時との関係での不動産権は， 直接の現有不動産権か， ある
いは将来不動産権かである：将来不動産権は， それに基づいてこれが将
来期待されるところの不動産権と同時に設定され， かつ同不動産権の一
部分である。 これには， ①残余権と， ②復帰権とがある。
2. 残余権は， 他の部分不動産権が終了した後に効力を発し享受されるよ
うに設定された不動産権である。

























第 12章 個別不動産権， 合有不動産権， 共有相続不動産権， および共有
不動産権
1. 保有者の数および関係との関わりでの不動産権は， ①個別不動産権，
179 ②合有不動産権， ③共有相続不動産権， ④共有不動産権の態様で保有さ
れうる。
2. 個別不動産権は， 1人の保有者が， 他のいかなる者も彼と合同するこ
となく， 彼自身の単独の権利として保有する場合である。
3. 合有不動産権は， 一つの不動産権が 2人以上の者に対して譲与される
180 場合であり；この場合， 法は， 譲与文言が明示的にかかる解釈を排除す
るのでない限り， その者たちを合有不動産権者であると解釈する。
181 








6. 共有相続不動産権は， 法定相続可能不動産権が被相続人から 2人以上
187 の者へ法定相続される場合であり；この者は相続財産共有者と呼ばれ，
全員が合わさってただ1人の法定相続人になる。
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9 .  共有相続不動産権もまたその三つの要件である同 一性のいずれかを解
消することによって解消される。












1 .  物的財産に対する権原は， 人がその財産を正当に占有するに至るため
の手段· 方法である。
2 .  これに関して検討されるべきが， ①単なる裸の占有。





1 .  物に対する権原を， 一方で取得し他方で喪失する方法が， ①無遺言相
続によるものと， ②譲受けによるものである。
2 .  無遺言相続は， ある者が， その被相続人の死亡により， 被相続人の不
動産権に対する権原を， 法定相続人として代襲の権利に基づいて取得す
る方法である。
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第18章 没収による権原
1. 没収は， 物的財産権の所有者における何らかの違法行為もしくは過失
に対して， 法により付加される罰である；これにより， 不動産権が， 通
常は侵害を受けた当事者である他者に移転する。
267 
2 . 没収が生ずる場合は， ①犯罪， ②法に反する移転， ③聖職推挙権喪
失， ④不正聖職禄推挙， ⑤条件の不履行， ⑥不動産毀損， ⑦謄本保有権
に関する慣習法違反， ⑧破産， である。













6. 不正聖職禄推挙は， 何者かを聖職禄に不正に推挙することであり， こ
れによりその機会が国王に没収となる。
7. 条件の不履行による没収については第10 章を見よ。
281 8. 不動産毀損は， 何らかの有体法定相続産に対する破損ないし破壊を行
って， その法定相続権を有する者を侵害することである。
284 
9. 謄本保有不動産権もまた， 荘園慣習法に従い， 没収の特定的な対象に
なることがあった。
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第19章 移転による権原












4. 移転は普通譲渡確定証書〔ないしコモン ・ ロ ー上の不動産譲渡方法〕
によってなされる；その種類は， ①証書外事項としての捺印証書， ②記
録事項， ③特別慣習法によるもの， ④遺贈， である。
第20章 捺印証書による移転








／④適法かつ以下の順序の事項（通常これは， 第一， 頭書；第二， 保有
財産条項；第三， 保有条件条項；第四， 賃料条項；第五， 条件；

















は， コモン ・ ロ ーによるそれか， あるいは〔ユ ー ス〕制定法によるそれ
かである。 コモン ・ ロ ーによる不動産譲渡には， 原不動産譲渡ないし一
次的不動産譲渡と， 今一つの派生的不動産譲渡ないし二次的不動産譲渡
とがある。
7. 原不動産譲渡は， ①封譲渡。②贈与。 ③譲与。 ④不動産賃貸借。⑤交
換。⑥共同所有不動産分割。 一ー派生的不動産譲渡は， ⑦占有者のため
の不動産放棄。 ⑧権利確定行為。 ⑨権利放棄。 ⑩譲渡。⑪権利消滅， で
310 
ある。
8 .  封譲渡は， 有体法定相続産の他者への移転であり， 占有引渡し， つま
り封譲渡人から封譲受人への有体的占有の引渡しによって遂行される；
これなくしては， それに対する自由士地保有権がコモン ・ ロ ー上設定さ
れえない。
31 6 9. 贈与は， 限嗣封土権としての土地の譲渡に適切な不動産譲渡である。
317 




限っての， 何らかの保有不動産に関する不動産賃借権の設定， 譲与， 賃
貸であるが；制限的制定法および授権的制定法の規制に従うことによっ
て；それより大きな期間を設定することが可能な場合がある。
12. 交換は， 一方が他方を対価とする， 等しい権利の相互的譲渡である。


































































10. 和解譲渡もしくは馴合不動産回復訴訟に関するユ ー スは次のものによ
って指示されることができる， ①それを先導する捺印証書によって；こ
れは和解譲渡ないし馴合不動産回復訴訟が手続に付される前に作成され














1. 不動産遺贈は， 所有者の最終遺言中に盛り込まれた， 土地および保有
不動産の処分である。
2. 不動産遺贈は， 征服以後の姿としてのコモン ・ ロ ーによっては許容さ
れておらず；
／ヘンリ八世治下の制定法によって導入された；




（法学20 18) 82-1-99 
初版頁 Blackstone's Analysis, 6th ed. 
3. 全ての普通譲渡確証証書の解釈は以下のごとくにあるべし。①当事者
379 の意図に合致すべし， ②同じく一ー 当事者の文言に合致すべし。③捺印
証書の全体に対して解釈を施すべし。
380 ／④作成側当事者に最も不利に。⑤法に適合する方を優先して。
／⑥捺印証書中に完全に矛盾する 2 条項がある場合は後の条項が， 遺言
381 中にある場合は先の条項が拒絶されるべし。 ⑦不動産遺贈書の場合は
〔遺言者に〕最も好意的に。
第 24 章 人的財産






3. 人的財産を分類すれば， ①不動産的動産と， ②純粋動産とである。
386 






第 25 章 人的財産に対する財産権









































2. 先占が， 今なお， 法律上の所有者を持たずあるいば恒久的所有権の対
































第29章 承継， 婚姻， および判決による権原
430 1. 承継により， 人的財産に対する権利が集合法人に付与される；集合的
な構成員の代表者である単独法人も同様である。
2. 婚姻により， 妻の不動産的動産および純粋動産は， 妻が独身時それに
433 対して持っていたと同じ程度の財産権と同じ権限を伴いながら， 夫に付
与される；ただし夫がその占有を取得することが条件である。







第30章 贈与， 譲与， および契約による権原
440 1. 贈与， もしくは譲与は，何らかの約因ないし等価物を伴わぬ， 現有の
人的財産に関する任意の移転である。
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3 . 契約は， 明示契約であるか， 黙示契約であるかであり； 一ー また既
履行の契約であるか， 未履行の契約かである。
4 . 契約の約因は， ①善意の約因と， ②有価の約因とがあり；後者は， 1.
汝が与えんがために私は与える， 2. 汝がなさんがために私はなす， 3.
汝が与えんがために私はなす， 4. 汝がなさんがために私は与える， に
区分されうる。
5 . 人的財産に関する契約の中で最も一般的な契約が， ①売買もしくは交
換。②寄託。③貸借ないし借用。④金銭債務， である。



















2 .  この章で検討されるべきは， ①いかなる者が破産者になるか。②いか
なる行為により破産者になるか。③破産決定・破産管財の手続。④破産
者の財産権がこれによりいかにして移転されるか， である。
3 .  売り買いによって生計を立てる商取引を行う成年の者が， 相当額の金
銭債務に関して， 破産者にされる責任を負う。
(103) 
（法学2 018) 82-1-103 





























／しかし， ロ ー マ ・ カトリックの時代にこの信託を聖職者が濫用したた
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／③犯罪行為。














8 . 遺言執行者の職務および義務（また， 多くの点で遺産管理人のそれ
も）は次のごとし。
／①死者の埋葬。②遺言の検認， または遺産管理状の取得。
／③財産目録の作成。④人的財産の収集。
／⑤優先順位の原則を遵守しながらの， 金銭債務の弁済。
／⑥特定か不特定かの動産遺贈が， 確定的であり失効のでないならば，
その動産遺贈の実行。
／⑦遺産分配法に従った， 未分割の余剰分の分配。
(105) 
（法学2018) 82-1-105 
